
岩戸山古墳（八女市）
6世紀前半に築造された北部九州最大の前方後円墳で、筑紫君磐井の墓とされる/後円部の後ろに広い別区（祭儀の場所であったらしい）がある



　　　木々に覆われていて墳丘が見えにくいが、前方部（右手前）から後円部（左奥）を見たところ



左手の後円部方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/5we3vPwQooc


右手の前方部後ろを見たところ







別区に並んでいたとされる石製表飾品（石人・石馬）/レプリカ/本物は八女市岩戸山歴史文化交流館で見ることが出来る/腕や頭が壊されている！

📹 video

https://youtu.be/ivmbGACp_oI




岩戸山古墳の墳形図

令和4年度高崎市観音塚考古資料館第34回企画展図録より



　後円部墳頂にはかって吉田大神宮社殿があり、前方部への登り口である階段前にその鳥居が立っている 📹 video

https://youtu.be/8-P4sxw-3Lc


「大神宮」と記された神額 📹 video

https://youtu.be/lk4Qb7mR0ro


これは括れ部下の辺りに建つ、現在の大神宮社殿



　　その付近には木造阿弥陀如来坐像が納められた祇園社がある 📹 video

https://youtu.be/tRTcERfI5n8




同じく、こちらは石造猿田彦塔





さて、前方部墳頂に登ると境内社の松尾宮がある



　　これは前方部から後円部方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/0Ts1uLBUQC0


　　括れ部辺りで、後円部方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/EyAg_5pbxlA


ここが後円部/石段はかってこの上に大神宮社殿があったことによる



後円部墳頂



　「大神宮𦾔跡」と刻まれた標柱が立っていた



　　後円部の墳頂で前方部方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/339ollJ0v98


前方部の階段を下りて来ると、沢山の石造物が並んだ覆屋があった 📹 video

https://youtu.be/woeM2ZbybnI


　さて、墳丘の裾を廻って見ると、後円部と記された表示板があった/正面が後円部 📹 video

https://youtu.be/MIpN65qcAlc


　　こちらには前方部と記された表示板があった/正面が前方部



　　これは括れ部の辺りで墳丘を見たところ/写真では分かりにくいが、ビデオで見ると何とか・・・ 📹 video

https://youtu.be/TRC_8mBSVqY


　さて、ここはすぐ近くに併設されている「八女市岩戸山歴史文化交流館 いわいの郷」



　エントランス前では筑紫君磐井がお出迎え！



　エントランスを入ると、『郷土の英雄「筑紫君 磐井」』というキャプションが！ 盟主として、王権に介入されぬ「地方の、地方による統括」？



これは博多人形師である野田祐輔氏作の筑紫君磐井



こちらは井上自助氏が描かれた「磐井とその一族」





　　館内の展示エリアに入ると、こんなキャプションが・・・



筑紫君磐井にとって継体天皇が最大のライバルというストーリーで構成されているが・・・



筑紫君磐井の乱の真相について迫ってみよう！

岩戸山歴史文化交流館（八女市）のキャプションでは、筑紫君磐井にとって時の大王である

継体天皇を「最大のライバル！」としている。

しかし、『郷土の英雄「筑紫君 磐井」』としてみる郷土愛も結構なこととは思われるが、

当時の政治状況下でヤマト王権に組み込まれていたと思われる地方の一豪族（大豪族では

あったようだ）が、大王とライバル関係にあると考えることには少しムリがあるのでは・・・

（当時、筑紫君磐井を上回るような大豪族は上毛野や尾張などにも存在している）

「国立歴史民俗博物館研究報告 第 211 集 2018 年 3 月　東国における古墳時代地域経営の諸段階　上毛野地域を中心として　若狭 徹」　より転記

※　埼玉二子山古墳を除く諸古墳は、継体天皇の陵墓・今城塚古墳と相似形とされる（墳丘企画が同一で、その規模の大小が連帯関係を表象している）



『日本書紀』には・・・ヤマト王権の近江毛野が6万人の兵を率いて、新羅に奪われた地を

回復するため、朝鮮半島南部へ向かって出発したが、この計画を知った新羅は、筑紫君磐井

へ贈賄し、ヤマト王権軍の妨害を要請した。磐井は挙兵し、火の国（肥前国・肥後国）と

豊の国（豊前国・豊後国）を制圧するとともに、倭国と朝鮮半島とを結ぶ海路を封鎖して

朝鮮半島諸国からの朝貢船を誘い込み、近江毛野軍の進軍をはばんで交戦した。・・・と

いうようなことが記されているようだ。

一方、『古事記』には・・・磐井が大王の命に従わず無礼が多かったので殺した・・・と

だけしか書かれていないらしい。

また、朝鮮半島側の資料には、磐井の乱の記事は全く存在せず、新羅が磐井に賄賂を送った

とする証拠は見当たらないようだ。

結果として、ヤマト王権軍と磐井軍の激しい戦闘の結果、磐井軍は敗北し、磐井は物部麁鹿火

（ヤマト王権軍）に斬られたとされる。





一方、『筑後国風土記』に於ける磐井の乱の記述では、その開戦は筑紫君磐井にとっては

突然のことであったようで、「君」が示すようにヤマト王権に組み込まれて連綿と連帯して

きた（岩戸山古墳は今城塚古墳と相似形とされる）のに「何故？」という思いだったのかも

しれない。（日本書紀では惨殺されたことになっているが、筑後国風土記では石製表飾品の

文化を共有していた大分県のエリアに逃げ延びていることになっている）

筑後国風土記は元明天皇によって全国に作成が命じられた風土記の一つで、在地の官僚が

威信を掛けて現地を調査し土地の古老にヒアリングするなどしてまとめられたものである

ことや、官僚にとっては脚色などの記事を歪める必然性が全くないことから、ヤマト王権に

都合よく脚色されやすい記紀よりも真実性は高いと考えられる。

※　古墳の相似形とは、

古墳とは第一義的には墓であるが、大王墓や首長墓には権力の象徴を示すとともに地域間のネットワーク（連帯・連合）のツールとしての機能が付加

されており、その意味合いから被葬者が生前から築造を開始する寿陵であり、墳丘企画を共有することがネットワーク（連帯・連合）の証となっていた

と考えられる。つまり、双方の古墳の墳形が相似形ということは、地域間のネットワーク（連帯・連合）言い換えれば親和的な関係が成立していたこと

に他ならない。

継体天皇の今城塚古墳と相似形とされる主な古墳

・尾張連草香の断夫山古墳

・上毛野君小熊の七興山古墳

・筑紫君磐井の岩戸山古墳

いずれも6世紀前半～中頃の築造



ところで、銀象嵌銘大刀が出土したことで知られる熊本県玉名郡和水町の江田船山古墳

（5世紀後半築造の前方後円墳）の被葬者は3名であると考えられており、一人目はこの古墳

の築造者である5世紀後半の被葬者、二人目は5世紀末葉ないし6世紀初頭の被葬者、三人目は

6世紀前半の被葬者と云う。

銀象嵌銘大刀の銘文にはワカタケル大王（雄略天皇）の時代にムリテが典曹という文書を司る

役所に仕えていたことなどが刻まれており、この典曹人のムリテが二番目の被葬者と云う。

墳丘の周りには、短甲を着けた武人の石人が配置されており、石人山古墳に始まり、6世紀

前半の岩戸山古墳で最盛期を迎え、以後消滅する、墳丘の周りに石人・石馬を配置するという

この地方独特の様相を示している。

岩戸山古墳は筑紫君磐井の墓であると目されており、江田船山古墳も筑紫君一族の配下に

連なった地域の中首長の墓と想像できると云う。

筑紫君一族の配下が時のヤマト王権に出仕していた（王権に組み込まれていた）ということを

考えると、筑紫君磐井の乱がそれから間もない継体朝にヤマト王権と対峙するような大きな

争乱であったとは思えないのだが・・・（ちなみに筑紫君磐井もヤマト王権に出仕していた

時期があったとも思える記述が日本書紀に残っている）

※　日本書紀では近江毛野軍の進軍をはばんで交戦した際に、磐井は近江毛野に「お前とは

　　同じ釜の飯を食った仲だ。お前などの指示には従わない。」と言ったとされている。

　　これは磐井も近江毛野と同様に、以前はヤマト王権に身を寄せる立場であったことを

　　物語っているようにも読める。



では継体天皇とはどのような人物であったのだろうか？（以下はあくまで想像ですが・・・）

継体天皇は元来、越前（日本海）・近江（琵琶湖）・三島（淀川水系）に力を持っていた

豪族に支えられ、交易のための港湾ルートの開発・整備に尽力していた人物とみることが

出来そうである。継体天皇はそもそも越前・近江・三島のエリアの水系開発のデベロッパー

としての生業に従事していた人物であり、応神天皇の系譜であるという伝承も薄れていた

こともあり、王位に就くことにそれ程の執着はなかったのではなかろうか。むしろ、越前

時代には交易のため日本海ルートで朝鮮半島に渡った経験があったのかもしれない。

そのような経緯からも、継体天皇擁立には淀川水系の三島などの勢力に加え、目子媛の尾張や

関東の勢力、そして筑紫君も重要な役割を果たしたのかもしれない。

請われて継体天皇として即位するが、一部畿内の豪族たちの反発もあり、自分の拠点近くに

宮を置いて淀川水系開発も睨みながら政務を執ることになった結果、20年という月日が

経ってしまったと思われる。

しかし、その間、淀川水系を開発して日本海ルート・琵琶湖・瀬戸内ルートの交易基盤を

確立することに注力していたのではなかろうか。

それはスカウトされた継体天皇の主なミッションが、雄略天皇以後の大王家の混乱に伴う

王権のゆるみを是正すべく、中央集権化を強め、当時弱体化しつつあった朝鮮半島南部の

権益を確保することであったからと思われる。



さて、真相は・・・

継体天皇が自分の従来の拠点近くに宮を置き、政務を執りながら、淀川水系に大型の準構造

船が入港できるように開発したのは、磐井の横暴を止めるための戦いに備えるためという

考え方もあるようだが、むしろ、継体天皇のミッションの一つであった倭の朝鮮半島の権益

を守り、交易拡大のためのインフラと交易ルートの整備をすることが主眼であり、その構想

に対して、独自のルートで朝鮮半島に交易を拡大し、北九州付近のヤマト王権の拠点整備に

非協力的な態度であった筑紫君磐井は咎める必要があったのではないだろうか。

結局、討伐された一番の原因は当時ヤマト王権が中央集権化を強化する一環として、国造制

の普及（この頃まではまだ国造制は成立していなかったとされる）と合わせて全国の要衝

（水路と道路の結節点）に屯倉を置く政策が進められていた中で、それを良しとしなかった

筑紫君磐井は反逆者に仕立て上げられたのではなかろうか。（ちなみに、その息子・葛子は

その結末に屯倉を献上し、罪を問われずにその後も末裔は繫栄している/考えようによっては

筑紫君磐井は掌握するエリアを筑紫に限定されるとともに領内に屯倉が設置されることを

良しとしなかったが、息子の葛子はヤマト王権の申し入れに反対はしていなかったのかもし

れない）

そして、物部麁鹿火軍は筑紫君磐井を取り逃がした腹いせに、岩戸山古墳の石人・石馬を

ことごとく破壊したという尾ひれが付く。（岩戸山歴史文化交流館に展示されている石人

には腕が無く、石馬は頭部が無い）



　　　　筑紫の君一族の系譜/磐井の後も脈々と生き残っている/八女市岩戸山歴史文化交流館のキャプションより



　　　　腕の無い石人 📹 video

https://youtu.be/-wtDZteWSb4


　　　頭部の無い石馬



　同上



丁度同じ頃に、「武蔵国造の乱」が起こったことになっており、その結果武蔵国にも四ヶ所

の屯倉が設置されている/これも争いありきではなく、屯倉設置を推進した言い訳（正当化）

として、国造職を巡る同族間の争いがクローズアップされたに過ぎないようだ/ 当時、日本

全国に屯倉が設置されているのだが、何のトラブルもなく設置されている所がほとんどの

ようだ/つまり、6世紀前半はヤマト王権が国内の中央集権化を推し進める時代であり、その

政策として屯倉設置があり、それに付随して屯倉を管理する組織として国造制・部民制と

いった統治体制が導入されていくことになったことを日本書紀は伝えていると云うことの

ように思えるのだが・・・


